
１０７ 明治時代 日露戦争後の国際関係 

日本海海戦後の日露 

日本は国力の限界で継戦不可能。 

ロシアもレーニンの革命運動で継戦困難。 

 

1905 ポーツマス条約  (アメリカ東海岸) 

仲介の労… T･ルーズベルト 米大統領 

日本全権 小村寿太郎  

ロシア全権 ウィッテ   

・日本の韓国保護権を認める 

・ 旅順･大連 の租借権譲渡 

・ 長春以南の鉄道 及び附属利権  

・ 北緯 50度以南の樺太  の譲渡 

・ 沿海州とカムチャッカの漁業権   

・賠償金なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日本国民不満、怒り、がっかり 

 

 

 

1905  日比谷焼き打ち事件      

 

大衆行動が政治を変える大正デモクラシー開始 

 

1908  戊申証書   (桂太郎内閣) 

 

 

 

 

 

 

 日本の韓国保護国化について、 

 アメリカから承認を取付けた協定 

 1905→ 桂・タフト協定  (秘密協定) 

 イギリスから承認取り付けた協約 

 1905→ 第二次日英同盟協約改定   

 

 

1904第一次日韓協約 日本人財政顧問 

1905第二次日韓協約 統監府  設置 

    

1906 初代統監として 伊藤博文 着任 

1907 ハーグ密使事件  

 

 → 第三次日韓協約 

  

1907 義兵運動   

 

1909 韓国統監伊藤博文  暗殺 

 

1910 韓国併合条約   

 

1910 朝鮮総督府     設置 

 初代朝鮮総督 寺内正毅   

  

ハミング暗号 

 

 

朝鮮総督府の統治(軍政) 

   土地調査事業   

   

 

   東洋拓殖会社   

  

 

 


